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小特集豊川用水通水 50周年ー。 □ 3 

豊川用水のあゆみ

The Progress of Toyogawa Canal 

小酒井 徹＊
(KOZAKA/ Tooru) 

I. はじめに

豊川用水事業は大正 10年に愛知県東三河出身の政

治家，近藤寿市郎がインドネシアを歴訪した際にその

構想を得たことに始まる。戦前には着工には至らな

かったが戦後の昭和 24年に事業着工となる。着工当

初は農業用水専用事業であったが，その後天竜川から

の導水など水源を増強しつつ農業用水受益を拡大し，

都市用水をも供給する事業となり昭和43年に完成し

た。

以後50年間，この地域を水で支えてきたが，一方

で急増した水需要に対処するため豊川総合用水事業を

実施して水源を補強し，また施設の老朽化に対処する

ため豊川用水施設緊急改築事業を実施した。現在は豊

川用水二期事業により水路施設の老朽化対策と大規模

地震対策を進め，用水の安定供給と水利用の高度化を

図っている。本報は小特集の冒頭の報文としてこの豊

川用水のあゆみを紹介する。

II. 豊川用水の概要

豊川用水は愛知県東三河地域と静岡県湖西地域の受

益面積約 1.8万haの農地に年間約 2億面の農業用

水と，約 1.8億面の都市用水を供給する用水である。

水源施設としては宇連ダム，大島ダム，流域変更施設

（大入頭首エ・導水路，振草頭首エ・導水路，佐久間導

水路），寒狭川頭首エ・導水路， 7つの地区内調整池

（豊川の豊水時にあらかじめ取水し貯留する施設）が

ある。水源施設で開発した用水は大野頭首工および牟

呂松原頭首工により豊川から取水し，延長約 140km

の幹線水路約 520kmの支線水路および畑地灌漑施

設により，受益地へ供給する。図ー1に豊川用水施設

を示す。

III. 豊川の概要

1 . 河川の規模

豊）11用水が水を依存する一級河川豊川は，幹川流路

. (独）水資源機構農川用水総合事業部
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図ー1 農川用水施設I)

延長 77km,流域面積724k面の河川で，隣を流れる

矢作川 （流域面積 1,830kmり，天竜川（流域面積

5,090kmりに比べてもはるかに小規模な河川であり，

（独）水資源機構が業務を行う 6水系（利根川 ・荒川，

木曽川，豊川，淀川，吉野川，筑後川）中でも最も小

規模な水系である。

2. 豊川用水以前の河川利用

豊川流域の下流部は弥生時代の稲作遺跡が残り，豊

川は古くから農業用水に利用されていた。永禄 10

(1567)年には松原用水が開削され豊川から農業用水

を取水し，明治21(1888)年には牟呂用水が農業用水

の取水を開始している。ちなみにこの両用水は平成

29年10月の国際かんがい排水委員会 (ICID)で世界

かんがい施設遺産に登録された。

明治から大正にかけては， 豊川は水路式発電所が多

く設置され，現在も長篠，布里，横川発電所が運用さ

れている。昭和初期には豊橋市が豊川から水道用水の

取水を開始するなど，水道としての利用も開始され

た。

キ病涵・ 豊川用水事業， 水源増強， 機能回復大規模地笈

対策，盟川用水二期事業
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豊川用水ではこれらの既得利水に支障を及ぼさない

よう，新たな水源施設を必要とした。

IV. 戦前の計画

豊川用水の構想は，大正10年に近藤寿市郎がイン

ドネシアのジャワ島を訪問の際に，山の中腹まで田畑

が開けポンプアップで灌漑する近代的な水利施設を見

て，「鳳来寺山脈に堰堤を築き大貯水池を設け，豊川に

落とし渥美郡を始め東三の灌漑用水を造る門 との構

想を得たのが始まりである。近藤は帰国後に県会議員

や衆議院議員の立場で用水の建設に努力 し， その結

果，昭和2年に農林省の調査が始まり，昭和5年には

「愛知県渥美八名二郡大規模開墾土地改良計画書」（図

-2)が策定されたが，戦争の勃発で着工までには至ら

ず，着工は戦後に持ち越すこととなった。

圏面平直地賽tt棗開攘蜆大葬二名八具渥縣知愛

畳"'"'"" I<鴫

表ー1 事業計画の変遷

（単位 ：年間補給倣万 m吟

牒業 都市

計画
確定

面和 年間 年間 主水源
年月
(ha) 補給屈 補給屈

当初 S24 9 10,470 4.390 宇連ダム．流域変更

1次変更 S29.4 12,470 6,620 宇連ダム窃上げ

2次変更 S33 1 21,330 13,720 1.960 佐久間森水

3次変更 S36 9 21.880 14,690 14,820 自流利用の見直し

図ー2 愛知県渥美八名二郡大規模開墾計画地区平面図3)

V. 豊川用水事業（昭和 24~43 年度）

戦後の食糧難を背景に，昭和 22年に農林省と愛知

県は豊川用水の調査を再開し，昭和 24年には豊川用

水農業水利事業計画書が確定し農林省が事業に着手し

た。本事業では宇連ダム，流域変更施設大野頭首工，

牟呂松原頭首工，幹線・支線水路畑地灌漑施設を一

貫施工した。ここでは新たな水源を確保しつつ受益を

拡大させ都市用水をも供給する事業に拡張していった

経過を述べる （表ー1)。

1 . 当初計画（昭和24年9月確定）

当初計画では静岡県は受益地に含まれず， 受益面積

は愛知県東三河の 10,470ha, 年間補給水量は4,390

万面であった。

前述のとおり豊川は小規模な河川で，既得利水も取

水していたため，当初計画では豊川左支川の宇連川に

宇連ダム （堤高54.Sm,有効貯水容量1,855万mり

180 

を造成し， さらには天竜川水系から豊川に流域を変更

して水を取り入れる （以下，「流域変更」という）水源

計画であった。

この流域変更の関係者協議は，事業着手前から始

まっており，昭和 22年12月に愛知県知事が静岡県知

事に正式に申し入れを行い，その後幾多の協議調整を

経て昭和 25年6月に「浦川地先において平水量330

個注1)を超える分水に静岡県は異存がない4)」旨の覚書

を両者で結び現実のものとなった。このとき同時に，

佐久間ダム建設に対し愛知県は協力する旨の覚書が結

ばれている。

2 第1次変更計画（昭和29年4月確定）

事業着手後の昭和 25年5月に，後に佐久間ダムか

らの導水などの実現に大きな役割を果たす国土総合開

発法が制定される。昭和 26年 12月には同法に基づ

き「天竜東三河地域」が内閣総理大臣から「特定地域」

の指定を受け，その後長野静岡，愛知の 3県知事か

ら「天竜東三河特定地域総合開発計画（以下，「総合開

発計画」 という）が内閣総理大臣に提出され，昭和29

年6月に閣議決定されることとなる。この総合計画に

は豊川用水事業，佐久間ダム事業をはじめ多くの事業

が盛り込まれ，関係行政機関と関係3県が一体となっ

てこの総合開発計画を強力に推進する体制が整備され

る。この体制の中で天竜川水系大入川からの流域変

更佐久間ダムからの導水の調整が始まる。

この調整中の段階で，地元の地区編入要望などに早

期に応えるため第1次計画変更を行う ことと なり， 受

益面積を約 2,000ha増加し，年間補給水量も2,200

万面増加する計画とし，この補給水量の増加に対処

するため宇連ダム （写真ー1)の堤高を約 10m嵩上げ

し，現在の堤高65.0m,有効貯水容量2,842万m叱

する計画となった。

3. 第2次変更計画（昭和33年1月確定）

佐久間ダムからの導水の調整は，昭和 27年9月に

愛知県が電源開発（株）に 「豊川農業水利事業遂行のた

め，その必要水量を佐久間貯水池より補給されたい4)」

との意見書の提出から始まり，その後総合開発計画

注1) 「個」とは流屈の単位で毎秒1立方尺 (0.0278mりのこ とである。

Water, Land and Environ. Eng. Mar. 2019 
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写真ー1 宇連ダム（昭和 33年完成）

を強力に推進する体制の中で精力的に調整が行われ

た。最終的には当時の経済企画庁の調整により，昭和

32年 1月に，「佐久間ダムより取水する農業用水，工

業用水，上水道用水への分水は，最大分水量：毎秒14

面，分水総量：年5,000万面以内，分水期間： 5月6

日~9月20日，農業用水等の分担金：6億円4)」などと

する覚書が締結され，佐久間ダム（写真ー2)からの導

水が現実のものとなった。

これにより受益面積を約 8,800ha増加し都市用水

も供給する計画とし，年間補給水量も農業で倍増の

13,720万面，都市用水で1,960万面を供給する計画

となった。

写真ー2 佐久間ダムと佐久間取水施設 （ともに昭和31年完成）

4. 第3次変更計画（昭和36年9月）

農林省の事業として進めてきた豊川用水事業は，昭

和 36年に愛知用水公団i.t2)に承継されることとなっ

た。一方で既得水利であった牟呂用水と松原用水が合

□されることとなり，昭和 26年度から愛知県が進め
ていた牟呂用水改良事業に合口頭首エ （写真ー3)など

注2) 愛知用水公団は昭和 43年 10月に水'ti:源開発公団と統合．水汽源
開発公団は平成 15年 10月に（独）水査源機構に組織改編．現在は

水資源機構が用水施設を所有し箭理。

水土の知 87 (3) 

が追加変更され， この事業も同時に愛知用水公団に承

継されることとなった。この両者の事業承継に当たり

愛知用水公団法に基づき事業実施計画が作成され， こ

の計画策定の中で牟呂用水，松原用水も参画した豊川

水系一貰の水利計画が立てられ水の有効利用が図られ

ることとなる。これが第3次変更計画に相当する。

写真ー3 牟呂松原頭首エ（昭和 40年完成）

具体的には，水稲の作付け計画に特殊早稲，普通早

稲などを取り入れるなどしてピーク水量を減じ，ま

た，大野頭首エから常時放流することとしていた下流

補償用水 1.948mツsの放流を廃し，河川自流が新た

に定められた河川維持流量（石田地点2.0mツs)以下

の場合に補給することとした。

これにより都市用水の供給を大幅に増加させ，年間

補給水量も農業で 14,690万 m3,都市用水で 14,820

万面を供給する計画となった。

なお， この3次計画で静岡県湖西地域が事業に位置

付けられた。

VI. 豊川用水通水後の課題と対応

このような経過により豊川用水事業は昭和 43年6

月1日に全面通水を迎える。以後， 50年にわたりこ

の地域に用水を供給し続けてきたが，ここでは通水後

に生じた課題とその事業化対応について紹介する。

1 . 豊川総合用水事業（昭和55~平成 13年度）

豊川用水はその通水の直後から農業用水と水道用水

の需要が急増しはじめ水源を補強する必要が生じた。

このため農林省は昭和47年度より調査を開始し，昭

和 55年度から農林水産省と愛知県企業庁の共同事業

として豊川総合用水事業に着手した。新たな水源とし

て大島ダム（有効貯水容量 1,130 万 mり（写真—4), 寒

狭川導水施設（最大導水量 15.0mツs),4カ所の地区

内調整池 （大原万場， 芦ヶ池，蒲郡，合計の有効貯

水容量950万mり を造成し，平成 11年度には水資源

開発公団四）が事業を承継し，平成 13年度に完成した。

181 
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この事業の完成により昭和 52年から毎年のように実

施してきた節水対策が緩和され，平成30年までに節

水対策を実施した年はわずか4年に減少した。

写真ー4 大島ダム（平成 13年完成）

2. 豊川用水施設緊急改築事業（平成2~10年度）

豊川用水施設は昭和 60年前後から老朽化が現れは

じめたため，昭和61年度から農林水産省で調査が始

まり，平成2年度から水資源開発公団が豊川用水施設

緊急改築事業に着手した。機能低下が顕著な宇連ダム

利水放流施設， 大野頭首工放流施設，牟呂松原頭首エ

本体，初立池と駒場池の取水施設を改築した。平成6

年度には特に老朽化が著しい支線水路（約81km)を

追加変更して改築した。

3. 豊川用水二期事業（平成11~42年度）

豊川用水施設緊急改築事業では未採択であった水路

施設も老朽化が進行しており，平成元年度から農林水

産省により調査が始まり，平成 11年度から水資源開

発公団が豊川用水二期事業に着手した。現在までに 2

回の計画変更を行い，老朽化対策，大規模地震対策お

よび石綿管除去対策を実施してきている。

本事業では水路の改築工事中においても通年通水を

確保するため，既存の幹線水路沿いに併設水路を設置
まわ

し，併設水路に用水を切り廻した後に既存の水路を改

築する こととした。これにより水路機能を回復し耐震

性を確保するとともに，既存水路と併設水路の2連水

路とすることで，非灌漑期に片方の水路を空水にして

点検補修することを可能とし，さらに併設水路をセ

ミクローズド式の管水路形式とすることで，地区内調

整池への迅速な洪水導入，および急激な需要増に対し

て地区内調整池からの用水の迅速な供給を可能とし

た。これにより用水施設の安全性を確保し安定的な通

水と適切な維持管理および水利用の効率化を図ること

とした。現在は支線水路など（延長469km)の改築

は完了し， 2030年度の完成を目指して併設水路（延長

116.3km)の新設および既設水路（延長66.0km)の

改築を進めている。

VII. おわりに

本報では豊川用水事業の戦前の動きから，水源を確

保しつつ事業を拡大していった豊川用水事業の変遷を

紹介するとともに通水開始後に用水の安定供給を固

るべく，水需要の増大，施設の老朽化，大規模地震ヘ

の備えという課題に対応してきた経過を紹介した。

この間豊川用水はこの地域に用水を安定的に供給

することで農業や各種産業の発展と市民生活に寄与し

てきたが，水源林を保全する水源地の方々，豊川用水

の利水者，関係機関ならびにこの地域の皆様など多く

の関係者に支えられて今日に至っている。通水50年

を迎え，改めて関係者の皆様のご理解とご支援，なら

びに諸先輩方のご努力に感謝申し上げる。
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1. 豊川用水のあゆみ

小酒井徹

豊川用水事業は大正10年に愛知県東三河出身の政治家，近
藤寿市郎がインドネシアの先進的な瀧漑施設を視察した際にそ

の構想を得たことに始まる。戦前は農林省が計画を発表するも

着工には至らず，戦後の昭和24年に着工となる。事業着工後，

天竜川からの分水など水源を増強しつつ農業用水受益を拡大

し，都市用水をも供給する事業となり昭和43年に完成した。

以後50年間この地域を水で支えてきたが，一方で通水後に急

増した水需要に対処するため豊川総合用水事業を実施して水源

を増強し，老朽化に対処するため豊川用水施設緊急改築事業を

実施しダム・頭首工などを機能回復した。現在は豊川用水二期

事業により水路施設の老朽化対策と大規模地震対策を進め，用

水の安定供給と水利用の高度化を図っている。本報は小特集の

冒頭の報文としてこの豊川用水のあゆみを紹介する。

（水土の知87-3,pp.3~6, 2019) 
t1芍極 豊川用水事業，水源増強，機能回復大規模地震対策豊

川用水二期事業
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